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事業効果を算定
環境活動の貨幣価値を評
価できる⽅法（SROI）を
⽤いて本事業の評価を試
みました。その結果、費
⽤対効果⽐(B/C)は（想定
条件にもよりますが、最
⼤で）3.5程度と⾒積もら
れ、⾼い事業効果を有す
ることを⽰しました。

尼崎運河での
環境事業の投資対効果は⾼く、
有意義なものであると
評価されました。

【解説】
・尼崎運河での⽔質浄化とまちづくり活動の評価の⼀つとして、事業開始から5年⽬の
2017年における事業評価を、SROIという環境活動などの貨幣価値換算が可能となる
⼿法を⽤いて評価しました1)。

・貨幣価値換算においては、⼀意に決まらない
換算係数があることから、取りうるさまざまな
シナリオを提案し、評価しました。
ここで⾦銭代理指標とは、事業成果を貨幣価値
換算する際の原単位を、寄与率とは事業成果に
おける個々の活動の寄与の程度を表しています。

・対象した活動は表１の通りです。

・活動ごとに便益を算定し、その合計と事業費より
費⽤便益⽐(B/C)を算定した結果、
総費⽤4,350,000円(補助⾦・事業費，助成⾦)に対し、
総便益はパラメータのばらつきを考慮すると、
最⼤で15,181,500円、
中央値は8,35,2000円
と⾒積もられました。
B/Cでは最⼤で約3.5,
中央値で約1.9でした。
詳細は参考⽂献を
ご覧ください。

表１ 2017年の尼崎運河での主な活動1)

1)⼭中ら(2020)：尼崎運河における環境改善への取り組みのSROI評価とその変動幅の検討
⼟⽊学会論⽂集G（環境）, 76 巻 6 号 p. II_141-II_152
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表２ 達成⽬標（アウトカム）と⾦銭換算に⽤いる指標の⼀例1)

表３ アウトカムに対する便益算定の⼀例（⾦銭代理指標候補ごとの便益）1)
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